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昭和 53年 度早稲田応用化学会総会
， 

日時:昭和 53年 5月 11日(初午後 5時......8時半

場所:大隈会館

1.講演:午後 5時......6時(於大隈会館 1階 1...... 2号室 )

演題:世界から観た化学界

講師 :大饗茂氏( 24回，昭和 18年卒)筑波大教授

2. 総会:午後 6時......6時半(於向上)

(イ)会長挨拶

(ロ)昭和 52年度事業報告および収支決算

庁ウ役員iζ 関する件

(ニ)昭和 53年 度事業計画および予算

(ホ)その他

3. 懇親会:午後 6時半ー 8時半(於大隈会館 3階 1...... 2号室)
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お 詫 ひv

印 刷終了后下記のミスプリントを発見しました。申 訳

けどざい ませ ん。御訂正下さ る よ う な 願 い 致 し ま す。御

迷 惑 を な掛け した方々 K深〈会詫び申し上げます 。

頁 行自 誤 正

9 ↓ 1 3 村 井 資 次 村 井 資 長

1 6 ↓ 1 4 片野沢 敏 郎 宇野沢 敏 郎

2 9 ↑ 1 4 水 来ヰ 光 安 水 科 7t 安

2 9 ↑ 1 3 出 倉 三事 一，/A、~ 倉 幸

3 1 5 鈴 木 春 男 鈴 木 R育 男

3 4 3 名 手 孝 一 名 手 孝 之
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1 応用化学会総会

大友会長あいさつ

大友恒夫

秩父セメント鞠会長

早稲田応化会会長

ただいまど紹介をいただきました大友でどざいます。

とのたび，はからずも鎮目会長の後をな引き受けするとい

うととKなbまして，大変名誉Vて存ずるのでどざいますが，

同時K責任がきわめて重大であるととを痛感いたして会るわ

けでどざいます。かたがたとの応用化学会は，とれから申し

上げますけれども，いろん念問題を抱えてbりまして，今後，

運営が念かなかむずかしい段階K来てなると思います。との

機会K会員の皆様方の心から念るど協力，ど支援をいただき

まして，大過念〈職務を遂行できますれば，は念はだ幸いかと思うのであります。最初

K皆様方のど支援をb願いする次第でどざいます。

副会長，監事，それから会計，庶務，編集の各幹事の皆様方Kつきましては，との総

会前K行われました運営委員会f'Cj;~きまして決定いたしましたので私より発表いたしま

す。副会長Kは教室側よ P篠原教授，学外よりは古関敬三君(I日26回).高橋輩君(

Z躍 9回)の 3名，監事として旧 17巨ゆ伊藤孝さん，会計幹事は引っ Yき鈴木晴男教

授~.庶務幹事として今回新たK土田英俊教授と百目鬼さん，編集幹事としては酒井清

孝助教授と名手孝之さんそれK引き引き岸本孝夫さん同願いするととを焼いたし 4 
ましたのでどうか宜し〈辛子願いをいたします。今回。幹事には従来教室側だけでb引受

け頂いたものを学外から庶務，編集κそれぞれ 1名参加して頂いたととが特徴で必ずや

との効果があらわれるものと期待をいたして会る次第でございます。

せっか〈立ちましたので、との機会に現状の分析やら、あるいはまた今後の会の運営

の方針等Kつきまして、総会の御承認をいただくよう念とともどざいますので、一言申

し上げをしてど協力をいただきたいと思うわけでどざいます。

ど承知の方も多いと思いますが，ずでVてとの早稲田応用化学会も会員数総計が4.18

1名，とういう大量念人数Vてなってbります。とれを大ざっばK分けをして，旧制の方，

とれは 26 年卒まででどざいますが，との方が 891 名。それから新制IJ~てな b まして 40
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年まで勘定いたし烹すというと，とれがし 128名。それから 41年から本年 53年ま

での卒業生会員はし 565名。とれK学生会員の 597名を加えまして 4. 181名とい

うとと Kなるのでどざいます。

したがいまして，学生はまだ在籍でどざいますから，ち I うど昭和 25年ぐらいが，

年数では半ばK達するわけであります。人数で申しますというと，ちょ うど昭和 40

年が全体の人数の半ばK達するのであります。とれが現状でどざいます。

先ほど来，役員会で会費の話など出てbりましたが，結局、若い方が会費の納め方が

悪いというととK自然なりますので，したがって，非常K大ぜいの若い会員諸君の分を，

少ない古い会員の方が負担するという形Kならざるを得左い。したがいまして，会の運

営が大変苦しいというととが，との数字だけでも言えるのでは念いかと思います。

かような会の実情を頭VL~~いて頂きまして，現在のとの応用化学会の運営上の問題点

Kついて，二，三述べたいと思います。

まず第 1VL.会員がふえたととKもかかわらず，組織がそれK伴ってい念いがためVL.

いろいろな運営上の不便が生じてbります。会員の各クラスから評議員が出ていただい

てbるわけでありますが， ζれは会則上「各クラス 2名以内」というととKなってなり

ますが，第 1VL.聞いてみますと， 綾近の 10年〈・らいは，まだ評議員が決まってなら

左いクラスがどざいますので，さしあたって，若い方から評議員を出していただ〈。と

れもクラスの幹事，クラスの中の互選Kよってできれば出 していただく，とういうとと

をやりたいのであ bます。

それから，巌近のクラスでは. 15 0人Kも上るクラスもどざいますので. 2名とい

うのはちIっと少左いと思います。会則で 2名Kなって会りますが，とれは 3名以内と

いうとと VL~~改めをいただきたいと思うわけでどざいます。

をお‘，との評議員は先ほどち主つとな話がどざいましたが，会長委嘱というととにな

って会bますので，名簿が出てbりますが，とれは大変不備でどざいますので， ζれか

ら各クラスの側とよ〈ど連絡をとり念がら，評議員の人，あるいは人数等を決めてど委

嘱を申し上げたいと考えてなります。ととに名簿を差し上げてどざいますけれど.とれ

は集でどざいますので，さょうど承知会きを願いたいと思います。

なか，との評議員の中から，また運営委員を選びまして委嘱し，運営委員会Kよって

との会の運営を図るととでどざいます。めどといえしまして，大体来月中ぐらいKは第

1回の運営委員会を開きたいと考えて診るわけでどざいます。

それから，先ほど来事P話がどざいますよう VL.事務は現在，アルバイトの方K頼って

bるわけでどざいますが，できれば，念るべく早〈専任の事務員を置きたい，とういう

方向ではないかと思うのであります。さしあたって本年度は予算もありませんので，後

ほど予算のど審議をシ願いをいたしますが，若干いままでより多〈予算をいただきまし

て，事務能力を多少なりともふやしていく，とういう ζ とでないと，いろいろ不都合が
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生じて〈る。事務がはっきりいたしませんと，名簿もはっきりせんし，会員諸君との連

絡も不十分でどざいます。すべて会の運営K支障を来すととばかりでどざいます。将来

はひとつ十分な予算を持って，専任の事務員を置きたいと考えて卦るわけでどざいます。

それから，とれはいままでKないことでございますが，各先生方のもとKいろいろ研

究会，あるいは懇親を目的とした会があるようでどざいます。実は.ととでもって申し

げてもいいと思いますが，たとえば大坪先生，加藤先生の会，あるいは篠原先生の高研

会，それから， 実は私も昨年の秋，村井先生の会，とれは草炭会というのでありますが，

そとの会長をか引き受けしたわけでどざいます。それが，それぞれ 100名. 200名と

いう集団を持つてなるわけでどざいまして，それらの方が，との大きな応用化学会の一

つのフラクシ ョンとして機能していただくととをb願いしたい。

たとえば，いまのそれぞれの会で名簿をなつ〈り K走るというととを，やってbられ

るようでありますが，とれは当然，応用化学会の名簿と共同作業でいいんじゃないか。

苦労が省けるわけでございます。それから，会費の徴収でどざいますとか，というふう

念ととvcj;~手伝をいただ〈というととも，やりょう Uてよっては可能ではないか。ひとつ

との連係動作をな願いをしたいと思うわけでございます。

以上，申し上げたのは組織の強化の問題であります。

次VC.何か事をやろうとすれば，先づ会金の問題が出て〈るわけでどざいます。特K

ただいまのとの応用化学会のように，とれから会を大いK発展させようというときKは，

最初K先づ種銭が必要でどざいます。そうすれば，だんだんと収入も上って来てパラン

スがとれる状態Kなってぐるわけでどざいます。先ほど役員会で決めrていただいたので

どざいますが，本年から会貨の値上げをb願いしたい。いままでし 500円であったの

でありますが， 53年度からいろいろ予算の増大が考えられまするので，ひとつ曲げて

2. 500円Vてか願いをしたいので，乙れもど賛同をいただきたいと思います。

なが，とれは私案でどざいますが，実はいままでKいろいろど寄付がどざいまして，

貸借対照表上で見まナというと，それが 189万円ほどあるわけでございます。とれは

本会から何も申し上げないのKいただいたど寄付でございましてj とれは大事K持って，

その果実を予算K繰り入れて使わせていただいてbる、とういう b金でございます。と

ζろ;6;.ど承知のようvc189万円の果実では，今日，利息が安い時代で，ほとんど役

K立ってがらないのが実情でどざいますので，私といたしをしては，との際， ζの基金

を「早稲田応用化学会運営基金」とでもいう名前をはっき Pさせをして，受け入れの体

制jをつくりをして，皆棟方から応分のど寄付をいただきたい。数万円念いし数十万円程

度のととであろうかと思うのであります。とれは毎年の予算KはすぐKは繰り入れない

で，男IJ途会計にいたしま Lて， ζれの果実をもって年度予算の補助をするのが原則でど

ざいます。

ど承知のように， ζの会はときどき不時の費用が発生をいたします。たとえば4年K
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一遍名簿をつ〈る。 ζ ういうととで 300万円ぐらい金がかかるわけでどざいます。ぞ

れから 5年v(一遍ーちょうど昨年，応用化学科の 60周年というのがどざいました

。 あと 5年たちますというと、今度は応用化学会の 60周年というのが来るわけでど

ざいます。それぞれ記念行事というととで，功労者K記念品を差し上げたり，祝賀の会

合を催したり，とういうととで金がかかるのでどざいます。そういう不時の費用K対し

ましては，運営委員会で臨機V(.その基金の中から使わせていただいて，それから，ま

たが金を集めてためてか<.とういう基金をつ〈りたいと思います。ど賛成をいただけ

れば，細かい点Kつきましては運営委員会で案をつ〈りまして，皆様方にな願いをする，

とういう段取り Vていたしたいと思います。どうぞよろし〈な願いをいたします。

以上，なかなか問題が多〈てむずかしいのでどざいますが，本会はやはり会員相互の

親睦なり，あるいは相互啓発なりというととが基本にあるべきでありまして. r応化だ

より」をまず第 1の事業といたしをして一昨年は 2度しか出せなかったのでどざいま

す。とれは予算的在理由でどざいますが，本年は私が無理を申しをして. 3回出してい

ただ〈というととを台願いをして，そういう予算を組んでもらったので，できれば今後，

年4回ぐらいまでは出して，連絡を密Kするというととをな願いをしたいし，中身Kつ

きましてもいろいろ若い方Kもど執筆を願うし，あるいは各クラス使.!?.あるいはさっ

き申しました研究室別の便り等を載せて，内容豊富左ものKしていただきたい，かよう

K存じてなるわけでございます。

それともう一つは，昨年もどざいましたようV(.やはり講演会の実施でどざいます。

講演会，見学会等tてよって若い会員層K対する懇親と勉強の機会を与え，そして応用化

学会とのつ念がりを密にする，とういうととがわれわれとしてやるべきととであろうと

思うのであります。

同時に学生部会への援助等どざいますが， ζれもひとつもっと強化をいたしをして，

学生諸君が応用化学会K対して将来とも K頼.!?~てするという空気づ〈りを行い，連絡を

密V亡するよう念方策を講じていきたい，かよう K思うわけであります。

要するに， ζ ういうととは会員諸君がすべて，いろんな事業Kど協力いただくと同時

V(.会費を納めていただきまして，物心両面でど援助をいただ<.とういうととによっ

て，との会が成り立つものでどざいますので，どうぞその点，先ほど一番初めK申し上

げましたようV(，会V亡対するど援助，特K先輩諸兄の物心両面のど援助を心からb願い

いえしまして，簡単でどざいますが，議事ともつかず，どあいさっともつかず，私の所

感を申し述べました次第でどざいます。

ど静聴ありがとうございました。(拍手)
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鎮 目前会長あいさつ

鎮目達雄

大阪有機化学工業暢社長

前早稲田応化会会長

高い席からどあいさつを申し上げます。

実は私は会長じゃな〈て，元会長Kなりますんです。大友

さんがちょっと健康を害して会りますのを無理l~てが願いしま

して，新会長就任はいろいろとI>'<れたのでどざいますが，

まだやっぽり十分体が回復してb りませんのです。それで，

先ほどな帰り Kなりました。あいさつは新会長が し左きゃな

らないんでどざいますが，私，最後の辛子務めとして，元会長

として一言どあいさつ申し上げます。

本日，雨天で非常(!L足元の悪いととろを，た〈さんの辛子方々がな出まし〈 ださいまし

て，ありがとう どざいました。

また，総長さんが中国へ行〈予定が外れまして，主主う非常Kど多忙のととろをな見

えくださいまして，錦上花を添えていただきまして，ありがた〈思ってなります。

ただいまはまた，大饗さんのー研究者というか，一学者から見た世界観，大変示唆の

あるなもしろい話が多くて 1時聞が非常K短〈過ぎる思いですぐK終ってしまいま

した。

いま化学は公害とつ念がるというととで，化学隊れというととを先ほども言ってbり

ました。私どもは一番小さい会社ですけれども，日本化学工業会とい うのは，大きな会

社を全部網羅してなりますが，そとで，ととし約5，000万円の予算をかけて，東京と

大阪のデパートでもって「みんなKわかる化学展」というのを，いまもく ろんで去り:il

す。で，化学は何も必ずしも公害Kつながるものではない。化学が念かったら，われわ

れの生活は何Kも成り立たない，というような ζ とを一般の人たちK認識してもら うわ

けです。

先ほど大饗さんも言つてなりましたが，化学が 5%沙諸 10%の伸びで 21世紀宮でい

〈。 ζれは本当のととで，アメリカのマグロウヒルという世界景気を予測する会社の 2

年前， 1975年の予測では 10年後， 1985年Kは，各産業の一番伸び率の高いの

は，ゃっばり化学で 227%，その次がプラスチックの 190%で，その次が電気， 機械

の 170%。とれは予測ですから，当たるかどうか知りませんけれども，化学というも

のはやっばりどんどん伸びてい<.というのが専門の機関の調査の結果です。
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ただいまのととろは景気が非常K沈滞して，とと K石油の関係で石油化学が沈滞して

なります。私どももそれに関してやってなりまして，非常K苦しんでなりますけれども ，

もっとグ ローパルK考えたらば，化学はやは り今後 50年，あるいは長く て 100年の

間Kは，一番伸びていか左ければならない宿命Kあるものでどざいますから，皆さんも，

学校といたしましても，太きな希望を持って新しいテーマK取り組んでいただきたいと

思います。

もう時間も過ぎてbりますから，大友さんのかわりでどざいまして，棚橋さんが急、な

な事故でもって号|かれまして，リリ ーフピッ チャ ーと して登板いたしまして数カ年，無

事Kやってζれましたととも，教室の皆さん，あるいは会員の皆さんのなかげさまとし

て本当K感謝もし御礼申し上げます。

非常K簡単でどざいますが，どあいさつといたします。(拍手 )

村井総長あいさつ

村井 資次

早稲田大学総長

私は，きょうは応用化学会の会員の一員と して参りま した

ので，総長の資格は抜き Kしていただきたいわけ左んです。

きょう，私は総会K出ませんでしたけれども，鎮目会長が

かわられて，新し〈大友さんが会長Vてなられて，それぞれを

た新しく役員Kなられて， 応用化学会がますます発展してい

くととを，ど同慶の至りと心から申し上げるわけでどざいま

ナ。

先ほど大饗さんの話Vてもどざいましたけど，私はいま応用

化学の教室K対しては，大変申しわけない， 全然研究室Kなりませんので，大きなプレ

ー キのよう~形K左 つてなりますが， 特K教室の先生方，そ してま た先輩の方々 ，あ る

いはまた学生の方々 Kも大変ど迷惑をかけて，事?断りを申 し上げなければならないわけ

でどざいます。

たまたま，いま科学技術会議というものがどざいまして，とれは何か国会審議でやか

ましいんだそうですカえ何とい うととか，東大の向坊君が 「たまに私学から出ろ」という

ととで，昨年か らそちらK出てなります。

そこでいまやってbりますのは，日本の科学技術行政のまとめ役をやるし，また，

日本の科学技術のあり方Kついての建議念!J，あるいは具体的な政策をコントロールす
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る。非常K少数念んですが，総理大臣が委員長で，文部大臣，世話大臣として科学技術

庁長官，それから大蔵大臣等が入つてなります。もちろん私のほかK関西電力の芦原さ

んとか，前は工業技術院~:j:，~られた黒川さん念んかも委員です。

そんなのがあるんですが，平生はいつも 5，6人しか委員は出ないで，めったK大臣

が出てきたととが念いんです。そとで，いま日本の科学技術行政というよりか，むしろ

科学，あるいは工業政策というのが通産省Kも関連するし，研究面KなPますと文部省

も関係するし，また科学技術庁が関係するというようなととで，予算は全部大蔵省が元

締めで，同じ種類の研究は 2カ所ではやっちゃいかんというような原則があって，なか

左沙諸進まないという話があったわけです。

1985年の時期Kがける世界の石油の使用量というのは 1日2，600万バレルとい

う形で抑える。で，それまで，またその時期Kなける各国の使用量を考えて，それK対

応したエネルギ一政策を考えようという ζ とで，エネルギー全般の問題で，そういうよ

う念 ζとが出てb ります。

その中で，日本としては省エネルギーの問題と，それからもう一つは，日本は原子力

の利用というとと Kはカを入れているんですが，ほかには余り力を入れてい念い。 ドイ

ツKしても，アメリカ，それからヨーロッパはみん念石炭を非常K考えている。日本で

ーは左ぜ石炭をやらないんだ，というととをずいぶん言われる。問題は，日本は引き合わ

ないから，やはりエネルギーのコストの問題でやらないのだ.というようなととで逃げ

ているというととです。

ちょうど，きょうの会議で，そういう問題が出たものですから，世界の一世界とい

っても先進国 17カ国ぐらいの会議で，大分日本は非難されているんだという報旬2あ

ったので，ち t うど私も芦原さんも，それはとんでも左い話念んで，イギリスの北海の

油田がどう念るかわかりませんけれども，と Vてか〈ヨーロッパでは，~ 石炭がか走り安心

して使えるし，またその研究が進んでいる。アメリカは石油も石炭も十分やっている。

日本がいま石炭の ζ とを考えなかったら，いざとなったら日本だけどうにもならないん

だ，と。

日本がなぜ豪州念り，あるいは中国の石炭のととを考えないのか。恐ら〈日本として，

いまそれを運んできて使うというととは一般近，発電の方でも石油と石炭を混焼する

ようなとともやっているけれども，長い目で見た場合Kは，やはb石炭の輸送というと

とtてなると問題があるので，産地としては豪州，中国の石炭をどういうよう K加工する

か，液化の問題もあるでしょうし，あるいはガス化，アルコール化の問題もあるでしょ

うけれども，とKか〈技術者をそとへ送り出すととをほ考えなければ念ら念いんじゃな

いか，というととが一つ。

それから同時~，そちらK したととろで，中国でも豪州でも，石炭そのものを持って

〈るKしても，港からつ〈らないといけないし，あるいは鉄道，交通機関も問題になる
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というととであるから，当分の聞は日本の製鉄所を中国へ持ってい〈とか，あるいはそ

ういうようなととと関連して，とKかく技術者が相当そちらへ行って働かないといけな

い。いまちょうど大饗さんが言われた，国際化の問題の一つの大きなテーマKなるわけ

です。学問的Kは，それは別としましても，科学技術者が必要だというととが，何より

も問題なので，いま石油化学がだめKなり，繊維がだめKなるという ζ とで，化学の方

では巌近の受験生が，非常K質が落ちたというよう在問題が出ているわけです。

それから，当分の問，石炭を使うとなれば，それとそ公害の問題K科学者が大いK力

を入れれば，石炭のコストの問題，あるいはそういうよう念ととも解決できるんじゃな

いか。

それと，その中Kちょうど文部省からも来てb りましたので，そちらの発言もあった

んですが，とKかく私学の理工系K対しての費用のかけ方が余りにも少念過ぎる。とれ

はいまの私学の悩みです。との問からも私はずっと言っているんですけど，と Kかくフ

ィンランドでは国立と私立の大学が，ちょうど半身ぐらいですが経費は全部国が出して

いる。ある場合Kは，ほとんど学費も全部在しで大学教育をやっている。それでもやは

り私立大学は厳然として存在している。それが消えていきつつあるのがスウェーデンで

す。スウェーデンは，たった一つしか私立大学がなくなって，全部国立化しています。

私，一昨日かもNTVで竹村健一氏と対談をしたんですけれども，とKか<.公，私

の名をな〈さなければ，私立はやはり安き1'(.あるいは下で甘んじているし，国立は国

立で知らん顔しているから，まずとれをな〈してしまえというようなとと。同時K経費

というものは，個人の負担するものが，そのままでな〈ならば 3兆円ぐらい私学Kょ

とせ，と。いまたった 2.000億足らずですが，そん念乙とを方々へ行って言ったりし

ているんです。きょうも，ちょうどいまの話が出たものですから，大いKクミストリー

関係、の技術者を，本当の意味で活用するととを，本格的K考え念ければいけないんじゃ

ないか。

そういうよう在意味で，教室Kはどぶさたをしてなりますけれども，大いK化学者の

養成のとと，また化学の発展のため1'(.私学も財政的Kきゅうきゅうし左いでーさっ

きの大饗さんの話を聞くと大変耳の痛いととろばかりで，とれは私K対して一番響〈ん

ですけれども， ζのままではわれわれ教師もどう Kも走ら念いという段階K来ています

が，それでも，化学するための経費が，ある程度困ら念いというよう左 ζ とから起とら

ないと，多少問題があっても，金をかけられるよう念早稲田の応用化学科K念らなけれ

ばいけ念いんじゃ念いか，というととを感じたわけでどざいます。

ちzっと感想を述べまして，いろいろ診断りを申し述べました。(拍手)
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教室近況報告

宇佐見昭次教授

応用化学科主任教授

‘私 30年卒業，新制5回の宇佐美でどざいます。ただい

ま教室の雑用を仰せつかって b りますので，簡単K教室の近

況をど報告させていただきます。

幾っかどざいますが，一つは，先ほど来いろいろ環境の話

が出ましたけれども，私どもの学科は，ちょうど 11年前K

西大久保のキャンパスK移転いたしまして，応用化学の方は

51号館の高い建物の 8階 9階 10階Kあります。化学

工学は裏の方の 60号館という低い建物Kどざいます。都の

いろんな規制がやかましくなりまして，キャンパスの中でいろいろ問題を起として沿り

ます。一方，学部全体としましても，手狭K在ったというとともあります。それからも

う一つは，うちの学科だけの特殊事情なんですけれども，移転の際K小倉記念館を，村

井総長のbられます本キャンパスK残している。

そういったととをー諸Kしようというととで，学部の同意を得られまして，現在もう

工事が進んでなりますが，明年の春~，理工学部のキャンパスの中の，明治通!>~面し

たグランドがどざいますが，その一角K約 5，580平米， '1， 700坪ぐらいですけれど

も，その中K応用化学科と化学科，もちろん化学工学もー諸K入ります。 そういった形

で，明春，竣工いたしますので，またその節Kは，卒業生の皆さんVてもいろいろな出'ま

し願いたいと思います。

それからもう一つは，先ほど化学離れという話が出ましたけれども，皆さんにとって

は入試のととがいろいろど関心事かと思いますので，ち ιっとど報告いたしますと，理 4
工学部は，との春は受験生が 1万8，656名なりました。一応，国立の発表のあるまで

いろんな手続を待ちますので，それを見越して合格者を発表いたします。採る数はし

690名念んですけれども， 実際K発表いたしましたのは 4，1，39名，ですから約 22%

の合格率で発表いたしました。

うちの学科は， 1， 255名希望者がなりまして，合格者が 368名で，歩どまり 33仇

その率から見てもすぐbわかりのよう~，学部全体としては 4.5 人~1 入念んですが，

うちの学科K とっては 3 人~1 人というととで学部の中では，一番下はもう 1 学科あり

ますんですけれども，その次Vてなってしまいました。

とういったととも，われわれの責任であるわけ左んですけれども，一つKは受験生で

。
&
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すので，社会の情勢というものを的確Kその中K反映してまいりますので，入った後の

教育はわれわれの責任ですが，そういった点Kついて，また，今後とも卒業生の皆様の

いろいろど活躍をな願いしたいというととでどざいます。

最後VL，卒業生の皆様の基金Kよりまして，小林奨学基金というのが応用化学会Kど

ざいまして，その中から果実といたしまして，毎年 40万円ほど，教室の先生方の研究

費Kど寄付いただいて会ります。教室の先生方Kかわりまして，ととK厚〈御礼申し上

げます。

簡単でどざいますが，教室のど報告Kかえきせていただきます。どうも失礼いたしま

した。(拍手)

大饗 茂

筑波大学教授

日本化学会副会長

懇親会会場
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2 職

日本石油株式会社

日本石油精製株式会社

日本石油化学株式会社

場 紹 介

同窓の皆様ますます御健勝のととと、な喜び申し上げます。紙面の一部をいただきま

して、日本石油、日本石油精製会主び日本石油化学K勤務する応化会員の現況を御報告

いたします。

日本石油は明治 21年 5月、新潟t'("有限責任日本石油会社 ? として創立され、以

来 90年、常K石油業界をリードして来ました。現在では 20余りの日石グループ各社

が、原油の買付けから、輸送、精製、販売、さらUては石油化学製品の製造、販売まで、

石油Kかかわるあらゆる分野で活躍しています。事業所も北は北海道から南は沖縄県Vて

までなよび、海外ではニューヨーク K進出しています。

ととろで、今石油業界では、石油戦略の柱として石油備蓄と日本周辺大陸だなの石油

開発の問題が話題と念っています。 1973年のオイルショックを契機として、 90自

の石油備蓄が義務づけられた ζ とはど存知の通りですが、日本石油は 1υ 年も前から、

との備蓄計画を進めてなり、ずでK鹿児島県喜入町K世界最大の貯油能力を誇る"喜入

基地"を完成して:j;~tJ ，いち早<90日備蓄を達成しています。一方の石油開発tてつい

ても、中東級の大油田がねむっているといわれる東シナ海の男女群島なよび四国土佐沖

K鉱区を取得し、条約関違法が成立したらすぐK着手できる態勢Kあります。とのプロ

ジェクト K成功すれば日本のエネルギー図は一変するととKなるでし I う。

さて、日本石油グループの中の製油部門を担当する日本石油精製は、昭和 26年米国

カルテック、ス社と折半出資K主づて設立され、日産5万2500kt(33万パーレル)の

僻製油所をはじめ横浜、下絵、室蘭、沖縄と 5うの製油所を有し、 59万9210kt1J
の処理能力をもち、ぞれK日本石油の新潟製油所と日本海石油を加えると、その原油処

理能力は 1 日約 10 万kt~ても達しますぷ

石油化学分野への進出でも最古参です。昭和 30年日本石油化学が設立され、業界の

トタプをきってイソプロピルアルコール、アセトンの生産を開始じだのを初めとして、

昭和 34年Kは川崎地区石油化学コ Y ピナートの中核会社としてエチレン、プタジエン

の製造i供給を開始しま'したー以来、その安定したナフサ供給を背景K着実な発展を続

け、本年春Kはエチνン製造能力は年産 50万トンK達しました。一方では合織原料、

合成洗剤、溶剤、樹脂分野へと積極的K多角化K取組んでいまナ。
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，以上白石グノレープの主念事業の概要を述べま したが、同窓生はその中の各職場の重要な

ポジションで皆元気民活躍していま す0・応化出身者Kよって「日石稲化会 Jという同窓

会が作られて公り、メンパーは現在 77名で、毎年秋K親睦を 目的としてパーティ ーが

聞かれます。

次(i(i日石稲化会 」のメンパーが活躍している職場を中心K近況をか知らせいたしま

すが、会員数が多〈限られた紙面では十分K御紹介できない ζ とを予めbととわり致し

ます。

日本石油・日 本石油精製関係

(1) 日精常務取締役 宮田隆吉 (昭和 12年)

日精下松製油所長、日精横浜製油所取締役所長を歴任後、現在本社で 製造部会よび

環境保安室担当常務として短期製油計画、省エネルギ一、環境保安関係の社内的総元締

めとして、 またもう一方社外的Kは石速保安委員長として精力的Kど活鼠中です。

(幼 計 算室 (日石・日精合同室)

各部の専門家が集まり、社内的事務管理をコンピュータ化し合理化をはかる一方、日

石 ・日精の販売支庖、製油所v 油槽聞のオンライン化を進めてなり、将来の情報化時代

K対処して卦ります。その中のシステム課K 松尾英一(昭和 36年)、緒豊太郎(昭

和 50年、)の両名がbり、製油所の機械化計画の立案、オペレーシ司ンリサーチ等のソ

フト 面での製油所合理化を進めています。

(3) 販売 2部 (白石)

販売 1部は特約庖を通じてユーザーと接触するのK対し、販売2部は電力会社等の直

接大口需要家と接触する販売部門であり、殆んどが事務系の人で占められています。

その中で直売技術課K倉持誠(昭和 46年)遠藤宣弘(昭和 49年)の両名が販売技

術面で技術サーピスをはかる一方、商品技術の動向等の情報収集、調査、品質面の管理

を行なっています。

(4) 潤滑油部 (日石)

潤滑油、グリース、工業簿発油、ソルペント、パラフィン、硫黄、アスフ 7ルト等の

特殊品を販売する部門で、潤滑油部副部長として岩淵輿(昭和 27年)、潤滑油課K金

田昭彦(昭和 36年工経)の両名がなり、短期辛子よび長期製油計画を立案するととも

K、販売市場の調査、技術サーピス、特約底K関する商品教育を行在っています。

(紛商品技術部 (日石)

販売関係は、事務系の人が多い中で、技術系の人が集まり、販売支庖の商品技術課を

通じてユーザーと接触し、商品クレームの原因調査、その対策等の技術サーピス、なよ

び商品技術動向の調査、情報収集を計かる一方、中央技術研究所とタイアップし、長期

的商品開発改良bよび日石商品の長期的製品規格を立案すると同時K、開発製品のユー
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ザー開発をも行念っています。

その中で技術グループK柳沢i3(昭和 33年)(現在米国へ派遣中)、堤恭男(昭和

35年)蕎原隆(昭和 47年)、山崎隆史(昭和 50年)と多〈の人達が活躍していま

す。

(6) 技術部 (日石、日精合同部)

製油系、工務系技術者が集まり、製油所関係の総合計画(計画課)、プロセスの詳細

設計(設計1課)、製油所油槽所等のオフサイト詳細設計(設計2課)があります。

その中の計画課K、大内正興(昭和40年)、渋谷敬一(昭和 46年大修 19)の両

名が会り、販売部、社長室等の関連部のデータをもと K長期製油計画の作成と、その関

連の製油所設備計画を含め製泊施設の総合基本計画会よび製油技術調査研究等の業務Vて

たずさわっています。

明 日石支底関係

① 千 葉 支庖

支底長として片野沢敏郎(昭和 27年)がなり、販売第 1線の康高責任者として活鼠

中です。

② 大阪支底

商品技術課K渡辺修(昭和 29年)がお、り、活鼠中です。(商品技術部参照)

(紛 中央技術研究所

将来の新製品開発の総合的技術研究を行なっています。その中では研究管理課K、早

田喜穂(昭和 48年大修 21)が特許等の管理面K、また燃料油関係の研究で巾広い

研究を行なっている第 1研究室には、小倉茂稔(昭和 37年)、渡辺治道(昭和 38年)

加賀屋峰夫(昭和 47年大修 20 )、山崎由広(昭和 50年大修 23 )がいます。

また石油化学関係の技術研究を主K燃料油生成用触媒等の研究まで巾広い研究活動を行

在っている第 2研究室Kは、藤宗篤雄(昭和 40年)、荒井栄三(昭和 43年)、田島

吉雄(昭和43年)が活鳳中です。

(9) 製油 所関係

① 日石、新潟製油所

日石随ーの製油所で国産原油も処理し、高度K精製された絶縁油を生産してl>~!J、と

との品質管理課K林武司(昭和 28年)がいます。

② 日糟室蘭製油所

日精で最新鋭の製油所で、コンピューターを使って管理事Pよびプロセスコントロール

等を行ない、省エネルギーも進めています。

その中で製油関係の総まとめ役の製油次長として、鈴木久爾雄(昭和 28年)が、計

画課Kは、小俣達雄(昭和 49年 大修)が、また現場のオフサイトの責任者として吉

村晃一(昭和 34年):が繰油課Kいます。
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③ 日精横浜製油所

日精で厳も伝統ある製油所で現在潤滑油(特Kタービン油)、ソルベント、プロンア

スフ 7 ルト、特殊ガソリン等の特殊製品を製造しています。

製油所設備計画を担当する計画課V亡、吉田博幸(昭和 49年 大修 22 )、山崎誠

二郎(昭和 51年大修 24)の若手両名がいます。

④ 日精根岸製油所

燃料油、高級潤滑油を生産する総合製油所で、日石グループの約 40%、日精の約

60 %の原油処理能力をもっ東洋で最大級の製油所である。その中で製油所の短期製油

計画を担当する計画 1課K清水圏(昭和 31年)、設備計画を総合的K担当する計画2課K

は橋本幸雄(昭和 29年)、佐久間秀喜(昭和 39年)が、また製造現場Kは、根岸本牧

工場長として佐野和夫(昭和 27年)、潤滑油課K高崎洋(昭和 29年)が、また文木

登司(昭和 45年大修 18 )、大沢伸行(昭和 52年大修 25 )、茶谷正明(昭和

53年大修)の若手が脱硫装置等で活躍しています。

⑤ 日精下松製油所

山口県下松市の風光明美念土地Kあり、新下松製油所の建設も地元住民からも強〈要

望されています。その中で品質管理課K片井邦夫(昭和 31年)がいます。

⑥ 日精沖縄製油所

日本の最南端沖縄県Kあり、カルテックスより目精が吸収合併した製油所で、現地の

人が主K働いています。その最高責任者の製油所長として藤田耕平(昭和 26年)がい

ます。

日本石油化学関係

( 1)社長 室

予算管理、長期計画の立案、調査を担当する部門で、水野文夫(昭和 37年)、高

筆(昭和 39年)の両名が海外計画や長期計画の立案K、今村文子(昭和 53年)が事

務のコンピュータ化Kたずさわっています。

(2) 化成品本部

オレアィン、芳香族、ノルマルパラフィン念ど化成品の販売を担当する部門で、日浦

幸夫 L昭和 29年)がかります。我々のメンパーでは珍らしくずっと営業畑を歩いてい

ます。

(3) 技術部

プラントの設計、建設、改良念どを総合的K担当する技術センターです。南 和男(

昭和 38年)が高密度ポリエテレン分野の技術改良K取り組んでいます。

(4) 開発部

新技術や新製品を研究陣と一体Kなって開発ナる部門です。 ζζでは川上徹(昭和
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31年)、大美賀広芳(昭和 49年大修 22)が新製品のパイロットテストと商品

開発K取り組んでいます。又、安倍通夫(昭和 15年)がアドパイサーとして後進の指

導K当っています。

(5) 川崎工場

20数年の石油化学の歴史が、 ζの工場K豊富なノウハウを蓄積させ、数多〈の技術

的成果をもたらせました。川田 宏(昭和 35年)、川上重信{昭和 46年大修 19)、

山口辰夫(昭和 52年 大修 25 )が品質管理と技術開発業務K、牧野康伸(昭和 36

年)が設備計画業務Kえずさわっています。

(6) 浮島工 場

川崎地区コンビナートの中核をしめる当工場は当社の生産の中心地で、我々のメンパ

ーもととK一番多<11名がいます。今津和郎(昭和 30年)、木下義彦(昭和 39年)

は化成品の製造業務K、久保博義(昭和 31年)、渡辺壮太郎(昭和 45年大修 18)、

藤沢一喜(昭和 50年)は生産管理や設備計画の総合的立案K、持丸次雄(昭和 44年

大修 17 )は製造管理のコンピュータ化K、牧野貞夫(昭和 32年)、小林征三(昭和

38年)、岡田一利(昭和 43年大修 16 )は品質管理K、糸州褒(昭和 41年)、

坂爪寿恵、広(昭和 51年 大修 24 )は低密度ポリエチレンの製造業務や技術改良K皆

夫々張り切っています。

(η 樹脂研究所

ポリエチレンを中心とする各種樹脂の基礎物性や加工技術を研究する部門です。平山

利治(昭和 33年)、矢崎文彦(昭和 35年 )、野際基実(昭和 43年大修 16 )が

新製品の市場開拓を中心K活属しています。

(8) 白石樹脂化学

高密度ポリエチレンとポリプテンの製造を担当する子会社で、山田早太(昭和 27年)

が副工場長として、比留間哲生(昭和 40年)が製造課K派遣されています。

関連会社その他

(1) 日本石油加工暢

日石の特殊潤滑油、グリース等を主K生産している日石 100'1>出資の子会社。松岡

康行(昭和 21年)が常務取締役製造部長をしてbります。

(2) 日石商 事側

回中 宏(昭和 21年)が直売部長をして辛子ります。

(3) 日石伊藤忠鞠

印藤英次郎(昭和 16年)が取締役技術部長をして訟ります。
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(4) 日新商事側

柴田喜一郎(昭和 18年)が技術顧問をしてbります。

(5) その他

平野静夫(昭和 8年)は中央技術社社長として、福島健重(昭和 18年)は胸高田工

場で、福田喜男(昭和 20年)は高圧ガス保安協会で御活隠されています。

以上で白石グループK勤務する同窓会員の近況報告を終らせていただきます。なな、

敬称なよび役職名は省略さぜていただきました。不十分な点も多 h あろうかと存じます

が念Kとぞ御容赦下さい。

最後に今後の会の発展を祈りまして失礼致します。 (高、大内記)

3 母校だより

3 -1 新 任教員挨拶

西出宏之

私は昭和 45年卒業。その後土田英俊教授のもとで博士課程を終了。との度応用化学

科助手K嘱任されました。

昨年、西独フムボルト財団奨学研究員として 1年間ベルリン自由大学K留学する機会

を得ました。私が在籍したManecke研究室は固定化酵素、高分子試薬など機能性高

分子を提唱する西独V亡がける中心です。西独K会ける化学系学科の傾向として、合成技

術、分析手法の習熟K入念であり、かつ社創て役立つ化学という強い意識をもってbりま

す。滞在中、ルフトハンザ機乗っ取り事件をはじめ相つぐテロ事件はしばしば問機な問

題をかかえる日独比較論に及びました。 a

現在、高分子化学土田研究室:f'Li>'いて高分子金属錯体K関する研究を分担してなりま

す。乙れは酸素ガスを運搬する高分子、触媒機能をもっ樹脂主して夢の多い分野です。

オリジナリティのある仕事をがむしゃらKやってい〈 ζ とが第ーと考えてなります。左

んと云いをしても若輩ゆえどうかよろしく御指導の程な願いします。

逢 坂 哲 嘱

昭和 50年4月K化学科の助手と念夕、昭和 51年 7月から昭和 53年6月迄米国ワ

シントンD.C. ジョージタウン大学の deLevie教授のととろでリサーチ・アソシ

エイトとして勉強してまいりました。 deLevie教授は電気化学、分析化学bよび生

物物理の各方面で活組されてbりますが、私は電気化学分野の電解質イオンの電極への

吸着Kついて担当いたしました。電極/電解質系のイオン吸着は各種電極反応、を検討す
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る上で最も重要な因子のーっと念るため古くから熱力学的測定手段で検討されていま す。

との因子をある適当な反応を利用して反応速度論的方法ですみやかK測定しようという

のが研究目的でありました。すでK過臭素酸還元反応がこの方法K適するととが de-

Levie教授によりみいだされてなり 1ましたので、との反応、を利用し特K高濃度域(実

際の応用性が高い領域)の浪11定を行ないました(主として F-I>>よびCI04
ーイオン)。

その結果との方法がとの系K適しているととをみいだし二報国際誌に投稿いた Lました。

他Kとの研究室では人工細胞膜 (BlackLipid Membrane )のイオン伝導の研

究を行なってなり、測定機器の制御なよびデータ解析Kはミニコンを導入してなります。

ジョージタウン大学の大学院コースはとちらと〈らべましてかなりきついようで最初K

Phase1とよばれる必修の 4コースの試験を通りませんと修士論文K進むととができ

ずPh.D.コースではPhase2とよばれる論文報告試験(数人の教授が最近の論文誌 4 
からいくつか問題をとりだし、学生は 1週間以内Kその解答をださねば走りません)を

通りませんと博士論文K進めないようです。 ζのよう K大学院コースでかなり強制的K

勉強をしいるのKは驚きましたが、そのかわり学生の方はいやでも実力がつ〈ょうです。

なかKは優秀左学生がいまして、学部卒業と同時K学士と修士をとってしまうような学

生がいました。

以上簡単Kジョージタウン大学での経験を書いてみましたが、今後共皆様の御指導を

よろしくな願い申しあげます 3

3-2 学 生 部 会

応化会ポーリング大会レポート

'修士2年田 中隆一郎

応化会ポーリング大会が、さる 5月 12日高田馬場Bi g Box I'LI>>いて開催されま

した。参加者応用化学科大学院生、学部生総勢 200名の見守る中、 10時半、土田教

授の見事なストライクの始球式で、競技は開始されました。いつも持ち馴れた試験管ゃ 4 
フラスコの感触をとの日ばかりは忘れ去り、普段持ち馴れない(? )ポールを操ろうとす

るばかり K珍プレーの続出となり、会場K笑いの渦が絶えませんでした。また普段では

見られない学部生と院生の交歓風景も見られ、時のたつのもわすれるうちK、2時間K、

Eる団体戦による熱戦の末、土田研究室チームの優勝、加藤研究室チーム、字佐美研究

室チーム、一年生チームの準優勝という結果I'L終わり、優勝チームKはトロフィーと纏

ピール、また準優勝チームKは纏ビールが授与され、和やかなうちI'L12時半数会とな

りました。

(応化会学生部会委員)
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学生 部会との一年

修士2年永井博彦

昨年春、突如として応化会学生部会委員K指名され、挙句の果てKまとめ役Kまつり

あげられてから一年余が過ぎた。との間学生部会が主催、後援した行事として、ソフト

ポール大会(5月)、応化早慶戦( 10月)、理工展への参加( 1 1月)、研究室紹介

( 2、3年生対象)( 12月)、ポーリング大会(本年 5月);などがある。

そもそも学生部会の活動は、学生会員への応化会々費の還元、学生相互の親睦を趣旨

としたもので、とと両三年K活発化したものであるという。現在その活動、行事も学生

'の間K定着しつつあり、今後一層の発展、活発化が望まれる。そとでとの一年間の学生

部会の活動をふりかえり、その問題点、更Vては将来への指針Kついて述べてみたい。

1 • 学生部会組織と学生の認識

現在の学生部会は、研究部門男IJvcほほ 2研究室から 1名の割で選出された M1の委員

会よぴ各学年から 2、 3名ずつ選出された学部生の委員によって構成されて b

り、委員総数は約 15名である。しかし念がらその組織内容は不明確なものであり、

柔軟というより軟弱である。 ζのため学生部会の存在色体が不明確アあり、一般学生か

ら遊離している現状は否定でき念い。

とうした学生部会の弱体化、学生からの遊離という事Kついて次の機念原因が考えら

れる。まず、学生部会々合への委員の出席率が低い事があげられる。出席率が低いとと

K対する一次的原因として考えられる事は、委員の無気力(とれは機械的指名という選

出方法Kも問題がある)、左らびK時間的制約 ('1-4年、会よぴ各研究室の Mlが一

同K会せる時間帯を探すのは容易ではない)である。

次K出席率の低さは、一部委員をして行事運営K当たらしめる結果となる。 ζれは行

事運営の実務的側面K関しては数人で足りるためである。とれが二次的原因となって出

'席率の低さKフィードパックされる。

とのような悪循環Kよって、委員がまず学生部会から離れてしまい、ー般学生とのコ

ミュニケーションが断たれてしまι う。乙のため学生部会が独善的、マンネリ的行事の執

行機関tてなってしまう危険があるし、学生側としてみれば、ぞの様走行事の主体とレて

の学生部会の存在を見失念う結果となる。

以上、学生部会の現状Kついて述べてきたが、将来学生部会を強化し学生と密着した

ものKするために次の様念事が考えられる。すなわち委員の選出方主去を改善し、世話好

き念宴会幹事的人間を委員K指名する事。とれKより前述の悪循環が断ち切られ、行事

内容K学生の意向が反映されるであろうし、伝達~ついても徹底がはかられる。そうす

れば必然的K学生K密売量した学生部会になるであろう。
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2. 行事の性格と問題点

学生部会が企画、実行する行事は、会費還元、学生相Eの親陵という活動趣旨Kそっ

たものでなければ左らない。そとで行事の企画は具体的には次の 2点K留意しなければ

ならない。すなわち

(1) 無料で参加できる行事t

(2) 全員が参加できる行事

全員が参加できるというのKは次の 3つの条件がある。

(1) 各学年、各研究室の授業、研究K支障のない期日、時間。

(2) 住居分布等で参加者が偏るなそれのない場所(現実的Kは学校周辺)

(3) 学生の曙好K合った内容。

以上、行事の企画K際し考慮すべき点を挙げたが、とれらの点を満足する行事の企画‘

は現実Kはかなり困難であり、いきたい型式化、マンネリ化の方向へ向うなそれがある。

次K、行事を実施するK際しての問題点を、昨年実施した行事K沿って述べてゆきたい。

(1) ソフトボール大会

ソフトポールは研究室配属学生K特K人気のある種目である。そのため常K約 30チ

ーム、約 300人(学生の半数)、の参加が見込まれる。またソフトポールの持つ性格も

学生部会活動の趣旨K照らして妥当なものといえるし、団体競技である事から事務的管

理も容易である。しかし、ソフトポール大会実施Kは球場の確保主いう大き左問題があ

る。周知の如〈、昨今は草野球ブームで球場の需要は多〈、そのためどとの球場も抽選

制で申込を受付ている。一方、 30チーム参加のソ 7トボール大会で、 トーナメント形

式にでもしようとすれば、高差低 4面、できれば 5-7面、終日借切ら念ければ念らない。

2時間単位の申込では、 1面の終日確保さえ至難である。また広い球場をかけ回つての

連絡、連行管理念どKはか念りの組織力を要する点、日頃の組織の体質が問われる事tて

なる。また一部ではあるが、試合をめぐる感情的対立が生ずる事もあるが、とれも運営

面である程度防止できるものである。

厳後K最大の問題として女子学生が参加し~<い点がある。

(幼応化早慶戦

とれは、 52年度学生部会目標、「他大学応用化学科と親睦」の一環として実行した

ものである。前回は運営を慶応側~i;>委せじたのであるが、本年は当方で実施する事~

なる。との場合、対外的念事でもあり、あまりルーズ念運営怯でき念いが学生部会の現

状を考えると不安が多い。

(3) 理工展参加

理工展参加tてついては、学生部会は有志の後援の形をとっている。したがってテーマ

の決定などK も関与してい念いが、各研究室~i.~ける研究内容K一種のショウ的要素を

もつものが少左〈、新しいテーマを見つけられない悩みがある様である。
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同研究室紹介

例年、工化、化工コース別け、研究室配属を控えた 2、 3年生の参考K供するため、

パンフレッ トの作成と院生Kよる説明会を開催している。 元来、研究室の研究内容を門

外漢{程度の差はあれ)¥'(説明しようというのは至難の技である。その上時聞の制約か

ら1研究室への配当時聞が約 5分であるから、とれは聞〈側K立てば不得要領、不満足

な気持κならざるを得ないと思う。また質問時間もなく、実施方法Kは改善の余地が多

ν、。

3. 将 来の課題

とれまで、あまりパッとしない現状tてついていろいろ述べてきた。それでも厳初K述

べた様tていくつかの行事は学生の間K定着しつつある。とうした恒例行事を存続させて

ゆくのはもちろんの事であるが、更K積極的K取り組んでほしい 2、 3の問題がある。

第-¥'(挙げなければならない事は、 1、 2、 3年生と研究室配属学生(4年、 Ml、

M2 )との格差である。両者の違いは学校での生活形態K由来するものであり、研究室

配属学生の方がチームワーク、日頃の運動量などで 1~3 年生K格段の差をつけている。

とのためスポーツ大会への参加者は研究室配属学生が大半で、優勝も研究室チームが多

ν、。

との現象を別の角度から念がめると、 1~3 年は各学年百数十名という大所帯ゆえに

まとまりがなしとうした行事に無関心であり、研究室配属学生は参加率は良いものの、

その関心は各研究室集団内K向いている。とれでは学生相互の親睦といった目的t堤成

されない事Kなる。

対策としては、学年別行事の企画、完全な個人単位の参加申込制などが考えられるが、

か念りの実行力をもった組織が必要である。

第二Kは女子学生K対する考慮である。応用化学科は理工学部の中では女子学生の多

い学科であ担、全学生の 5~ 1 0 ~を占めるであろうか。多人数では念いK しても、や

はb女子も参加できる行事を企画すべきであろう。まさか、当節はやりの女子野球チー

ムを結成するわけKはいかぬであろうから、毎度毎度ソフトポールでは気の毒である。

最後K、他大学の応用化学科との交流である。昨年は応化早慶戦として慶大応用化学

科との親睦をはかったが、との様な専門を同じ〈する他大学学生との接触は無意味な事

では念いと思うので、学生部会が中心となって交渉をすすめてほしいと思う。

(応化会学生部会委員)
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3 - 3 化 必ミL，

寸ー 系 新 棟

化学系新棟の建設は昭和 49年K提出された理工学部将来計画小委員会の答申Kもと

づ〈ものであるが、昨年春以来、との問題処理のためのワーキンググループが組織され

て建設場所、規模等Kついて検討を重ねられてきた。とのグループKは化学系を代表し

て加藤忠蔵教授が参加し努力された。また本部#ャンパスの小倉記念館(運営委員長

森田義郎教授)の移設K関しては村井資長総長をはじめ理事側の多大企配慮があった。

理工学部学部長室、教授会の理解ととも V亡、教室の先生方のど支援念らび附言讃先生

のど尽力があったととを記してi，><。

理工学部化学系新棟の概要

場所 仮設グランド北側( 56号館東側)

構造 鉄筋コンクリート造

規模 地上 5階建一部2階建

軒高 標準地盤より 20.180m

面積 1 階 1629.20m' 2 階

3 階 838.32m' 4 階

1305.52m' 

5 階 838.32m' 塔屋

合計

838.32m' 

130.00m' 

5579.68m' 

研究室・実験室等の配置

1階 O応用化学科化学工学系研究室(豊倉、酒井)i，>よび実験室、化学工学コース

学生実験室がよび準備室

0理工学部学生サークル部室

2階 O応用化学科工業化学系研究室(宮崎、菊地)化学工学系研究室(:城塚、平田)

bよび会議室

。小倉記念館記念室川び実験室(石油化学、ォリゴマ一、粘土化学、触媒機 4 
能、錯体化学、触媒化学他)

O他学科化学系研究室

3階 O応用化学科工業化学系研究室(村井、森田、篠原、鈴木、字佐美、土田)i，> 

よび実験室

4階 0応用化学科工業化学系研究室(大坪、吉田、加藤長谷川、佐藤)会よび実

験室

O 応用化学科がよび化学科連絡事務室(主任室)

5階 O化学科研究室、実験室、会議室
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3 - 4 教室人事・消 息

本年4月1日付で酒井清孝助教授は教授K昇格、西出宏之氏は助手K新任された。ま

た逢坂哲弥助手(昨年4月1日付で化学科より応用化学科K転籍)は米国ジョージタウ

ン大学K留学中であったが、本年6月無事帰国された。

念会理工学部共通実験室第 5課(化学系学生実験室)課長であった猿井喜一郎氏は 6

月1日付で本部総長室調査役(環境保全問題担当)となり、第 5課長Kは幸田弘氏が嘱

任された。

応用化学科主任教授は 6月 29日の教室会議Kないて宇佐美昭次教授の留任K決定し

た。 7月6日の教授会VC$'いて次期理工学研究所所長K加藤忠蔵教授が選任された。

菊地英一教授が「第彊族遷移金属触媒による炭化水素のガス化とその関違反応の基礎

研究Jで昭和 52年度石油学会賞論文貨を授与された。
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4. 支部・クラス会だより

O 関西支部例会(早桜会)

去る 4月7日(金)、 17.3!より大阪、東洋ホテル「桜の問 JVLて本部より加藤教授

をb迎えして開催された。 40人近い出席を予定して居たが欠席棺次ぎ、当日の出席者

は下記の通T29名と近来の最低となってしまった事は残念で幹事として大いK反省さ

せられて居る。

加藤教授から教室の現状、入試の状況、研究、実験室新設計画の概要等tてっき御説明

あり、教室の発展を一同心より喜び合いました。出席者の数が少し特K若い人の出席

が僅かで立派念料理が大量K余ってしまいましたのは残念でした。

散会前K校歌都の西北を高らかVL合唱して幕を閉じた。(高橋記)

早桜会出席者(敬称略)

s . 9 川田恒雄 s . 18 多国長定 s . 31 
H 通事木 茂 H 田中 良 s . 34 

H 水科元安 H 中村敏夫 s . 41 
H 由良泰夫 s . 20 高橋 章 s . 42 

s . 10 前島申孝 H 加藤忠蔵 " 
s . 11. 鎮目達雄 s . 21 吉田 綬 s . 47 

H 竹原 兼吉 H 馬場研一 s . 49 

s . 13 植田宏、衛 s . 22 金谷謙介 s . 51 

" 山田元四郎 s . 23 管井康郎

s . 14 久保田穏亮 s . 27 佐藤 剛

s . 29 覚野久雄 以上

新制 12回クラス会

大森一成

近藤昌治

森 魯

田中航次

中島正臣

八尾純二

高久治一郎

大橋悦郎

29名

2月25日恒例のクラス会を新宿の東京大飯底で午後 5時から主?となった。初参加

の森川.後藤.大島.永藤.永井.等の顔も見え、各h近況報告、歓談のうちK時のた

つのも忘れ、午後 8時散会した。

参加者(敬称略)

小川.佐藤.永藤.中島.佐々木.永井.池内.金子.田原.増山.平川.森川.後藤.

長谷川.小倉(茂).大島.高桑.竹田.西.岸本 (岸本記)
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新制 13回卒業生クラス 会

卒業後 15年、 5年振りのクラス会を 5月 20日(土)大隅会館内の完之荘で行った。

工場勤務から本社K戻っているものも増え、全<15年振り K再会ずるものも多〈 、

出席者の 24名の盛会であった。

仕事の苦労話、家庭の話、学生時代の想い出話等々、予定時間のオ ーパーす

るのも忘れて談笑した。 (前川記)

出席者は次の通り

安藤 .岡本.川田.国分.坂下.重村.自閏(旧姓工藤) .高橋 (i紘) .高橋

(治).鶴丸 .豊田 .橋本 .福田.堀(旧姓池田).堀井.堀内.松崎.山川.山口.

吉池.吉田(普 ).吉田(喜).渡辺.前JI¥• 

5 昭和 52年 暖 庶 務 ・ 編 集 報告

1 • 役員会総会

日時 : 昭和 52年 4月1日(金) 18:00-20:30 

場所 : 大阪東洋ホテル 出席者 115名

i 講演演題 「私の経営観」

講師佐治敬三氏サントリ一瞬社長

( 4月30日{臼)古都見学会 出席者 32名)

2. 運営委員会

日 時 昭和 52年9月30日(金) 17:30-20:00 

昭和 53年 3月17日(金) 17:30-20:00 

3 応用化学科創設'60周年記念式典

日時 昭和 52年 11月11日(金)

場 所 日本工業倶楽部

(1)功労者表彰

東京工芸大学教授 宮本 五郎氏

東京工業大学名誉教授 神原 周氏

(2) 記念講演

演 題 「私の不況脱却論」

講師 木内信胤氏

(世界経済調査会理事長)

出席者 157名

"' 
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4. 特別講 義

(1)日時: 昭和 52 年 9 月 28 日(水 16:00~17:30

演題 「フィールドエン ジニアリング序論」

講 師小林 宏氏(東京瓦斯輔副本部長)

出席者 200名

(2) 日時: 昭和 52 年 10 月 26 日(水 16:00~17:30

演題 「界面活性剤と合成洗剤 J

講師阿部芳郎氏(慶応義塾大教授)

出席者 200名

(3) 日時: 昭和 52 年 11 月 30 日{水 16:00~17:30

演題 「研究・技術開発の実際」

講師速水清之 進 氏 (千代田化工建設)

出席者 200名

5. 学生部会活動

(1) ソフトポール大会

日時:昭和5，2年 5月20日(金) 10:00~18:00 

場所 : 葛飾区荒川第 3運動場

参加者 280名

(2) 応用化学科 ソフトポール m 早慶戦"

日時: 昭和 52年 10月29 (土) 15:00~19:00 

場所 : 慶応大学工学部グランド (日吉)

参加者 50名

(3) 応化展 (理工展)

日時: 昭和 52年 11月 4日(金) ~ 11月6日(日)

内 容 : 人工蔵器、人工血液、人工血管、核酸関連物質

の食品への応用 重量加者 20名

(4) 研究室紹介

日時:昭和 52 年 12 月 7 日(水 16:00~17:30

重量加者 300名

6. 応化会だより発行

昭和 52年 7月

昭和 53年 2月

(第 22号 )

(第 23号 )
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収

費 自

前 期繰越金

正会員会費

有志会員会費

学生会員会費

広 告料金

諸 利 ，息

寄 付 金

雑 収 入

名簿積立金取崩

昭和 52 年度会計報告

収支決算表

(自昭和 52年 3月16日至昭和 53年 3月15) 

入 支

金 額 予 算 費 目 金 額

2. 001. 541 2， 001， 541 会 報 費 1， 506， 210 

1， 883， 000 名 簿 費2， 732. 550 
1. 800， 000 

9， 000 特別集会費 1， 2115， 277 

448， 750 400. 000 集 会 費 50， 740 

1. 150. 000 1. 150， 000 学生部会費 177. 070 

122. 008 100， 000 集 金 省 43， 790 

217，500 0 支 部費 50. 000 

132. 700 50， 000 用 品 費 18， 830 

400. 000 0 事 務 費 427， 000 

雑 費 12， 601 

次期繰越金 130，431 

出

予 算

1， 100， 000 

2， 400， 000 

1， 000. 000 

100， 000 

200， 000 

50. 000 

50， 000 

30， 000 

370， 000 

20， 000 

予)181.541

6， 364. 499 5， 501， 541 6. 364. 49915， 501， 541 

寄付金

旧 16有志 14名殿 70. 000円水科光安(旧 14)殿 8， 500 

昭和電工脚 出倉幸一(有志)殿 5. 000 

応化出身者一同殿 69， 000 会報費

早大.理工.化学科殿 30， 000 だよりNO.22(18頁.4， 000部 )X 575. 160 

小林 宏(新2)殿 20， 000 " NO.23(36頁， 4， 000部)玄 931.050 

速水清之進(新 9)殿 15， 000 特別集会費別記の通P

名 簿 1 弔l 行 費

50年度 51年度 52年度 計

A 編 集 費 114， 005 190. 045 77， 920 381. 970 

B 進本費(2500部) 60. 640 2， 400， 000 

C 訂正・変更案内 (4000部) 91， 560 

D 発 送 1 費 163， 070 
計 114; 005 250， 685 2， 732， 550 

A + B 
名簿単価=一一一一 =1，137+:160(送料)当 1，300 

2， 500 
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2. 460， 640 

91， 560 

163. 070 

3， 097， 240 



貸借対照表 (昭和 53年 3月15日)

借 方 貸 方

費 自 金 額 費 目 金 額

現 金 81，692 全納会費預り金 1，015，700 

郵 使 振 替 247，317 名簿刊行積立金 1， 750， 000 

郵 使 貯 金 125，234 基 i 金 1，890，000 

普 通 預 金 111，888 次
J期 J 繰----越r 金r 

130，431 

定 期 預 金 4，220.. 000 ' 

4，786; 131 4，786，131 

小林奨学基金利息収支決算表 (自昭和 52年 3月16日) 4 
(至昭和 53年 3月15日)

収 入 支 出

費 目 金 額 費 目 金 額

前 期 繰 越 金 430， 160 教 員 研 究 費 400， 000 

貸付信託収益金 381; 494 次 rLふ417，091 

普通預金利息 5， 437 

817， 091 817，091 

基金(貸付信託)総額 477万円(小林基金 354万円，水野氏 123万円)

使用済利息 407.5万円

昭和 53 年度予算表

収 入 支 出

費 自 金 額 費 目 金 額

前 期 繰 越 金 130，431、 会 報 費 1，500，000 

正有志会員 会費 2，470，000 集 金 費 250，000 

学生会員会費 450， 000 寸A且ー 生 部 会 費 200，000 

矛リ 息 100，000 集 金 費 100， 000 

支 部 費 100. '000 

‘ 用 品 費 50， 000 

事 務 費 800， 000 

雑 費 50， 00.0 

予 備 費 1 00， 431 

3，150，431 3， 150， 431 
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特別集会収支表

(1)関西集会 (役 員 会 、 総 会 、 見 学 会 )収支

収 ，入 支 出

総 会 参 力日 費 386，000 通 信 費 87，470 

Y4，000X88 
、

総会 ・懇親会費 829， 730 

Y2， OOOX 17 見 寸""ιー 会 費 154，'300 

見学会参 加 費 64.000 

(玄 2，000 x 32) 

本 会 補 助 金 621，500 

1，071，500 1， 071， 500 

(2)応 用 化学科 創 設 60周年記念会 収 支

収 入 支 出

参 力日 費 663，000 通信 . 交 通 費 61， 850 

吉弘 000X123 記念品(時計2ケ )等 67，220 

Y3，000x 16 言常 演 謝 礼 60， 000 

本 会 補 助 金 593，777 懇 親 会 糞 1，039，957 

人 件 費 15，000 

雑 費 1 2， 750 

1，256，777 1. 256， 777 
~ 

6 昭和 53.54年度役員、事務局なよび評議員

役 ョ員

会 長 大友恒夫(旧 19 ) 

副会長 篠原功(旧 18) 古関敬三(旧 26) 高橋 章 {工 ・9) 

監 事 伊 藤孝 (旧 17)

会計委員 鈴木春男(旧 27)

庶務委員 土田英俊(大 8) 百目鬼滑 (新

編集委員 酒井清孝(新 15) 名手孝之(新 9 ) 岸本孝夫(新 13)

事 務 局

堀 富士子
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7 会費値上げKついての台願い

会員各位殿

早稲田応用 化学 会

会長 大友恒夫

本会々員の皆様Kは常h 本会のためKど協力を賜り有難〈感謝致して会ります。

さて、本会の正会員会費(年額)の過去の推移はつぎのよう K念ってbります。

昭和 23年度 1 0 o円 昭和 24年度 300円

11 3211 50011 11 45 11 1.00011 

11 5011 1.50011 

とのよう念比較的安い経費で本会がとれまで運営されてまいりましたのは、一部会員

の特別など寄付やど尽力と応用化学科教職員・学生の労力奉仕があり、かっ、安い賃金

で使用できる有能念アルバイト婦人がたまたまえられたからであります。しかし近年会

員数の増加が著し<(現在会員数4.181名、年K約 140名増)、それK伴い事務量も

当然著し〈増加致してなります治人教職員・学生の労力奉仕Kは自ら限度があり、その

上、安い賃金のアルバイト者もえられ念〈なってまいbました。本会が従来程度の活動

を続けてまいりますのKも、まず事務機構の増強が急務でありまして、それKは人件費

をか念り大巾K増額する必要があります。さらK、「応化会だより Jの発行(従来年2

回)を 1回でも増加する念ど会の活動を盛んKしようと致しますと経費の増加はさらK

大き〈念り、諸物価の値上りも加わって、現行の会費年額 1500円ではとてもをか念

いきれ念いのであります。とのよう念次第で、必要経費滑加分の一部を全会員各位Kど

負担厭うため、役員会会よび総会 (53.5.11) のど承認をえまして、本会々費を下

記の通り改訂させていただ〈ととK念りました。誠K心苦し〈はありますが何卒従来以

上のど協力を賜Pますよう b願い申し上げる次第です。念b、との改訂Kよりをしても

経費はまだ不足する状態であPますので、不足分は別紙のようK有志の方hのど寄付を

仰がざるをえ念い実情 Kなってbりますととも併せて申述べさせていただく次第であ

ります。 以上

記

昭和53年度より

正会員辛子よび有志会員会費年額 2.500円(学生会員会費は年額 1250円とし、

昭和 54年度新入生より入学時K学部は 4年分 5.000円、大学院は 2年分

2. 500円を徴収するものとする)
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< 編集後記 >

編集委員が交替しました。岸本孝夫氏Kは残って頂き、新たK名手孝之氏、病井清孝

が加わりました。

今回からは多少趣向を変え、同窓会機関誌としての性格を明確Kすべ〈、記事のグル

ーピングを行いました。とのような形で今後進めていく予定ですので、積極的K記事の

御寄稿をb願い致します。

特K職場紹介の記事を充実していきたいと思ってなります。今回は日本石油グループ

の蔦 筆氏.大内正興氏K辛子願して、職場紹介の雛形を作って頂きました。卒業生の多

い職場から順次載せていくつもりです。次回は、先の総会出欠ハガキK記載して頂いた

会員の近況報告を主Kした編集を企画してbります。御期待下さい。

(酒井清孝記)

昭和 53年 9月発行

発行 早稲田応用化学会

編集兼
発行人

印 刷

新宿区大久保 3-4-1 早大理工学部内

酒井清孝名手孝三岸本孝夫

怨堀越研究所

千代間区神田神保町 2-20
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